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あらまし  これまで、多読、速読、音読に関する独立した研究が多く行われてきた。本研究では、授業内多読を

実施すると共に、ICT 型速読・音読教材を提供し、大学 1~2 回生の英語読解力向上に向けた英語 3 活動スパイラル

型実践（杉本・坪田、2021）について報告する。また、授業で速読・音読に関する指導・助言、音読のつまずき箇

所に対する指導・助言を全体にフィードバックすることで、自律学習を支援する仕組みについて検討する。 
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Abstract  There have been many independent studies on English extensive reading, speed reading, and oral reading. This 
study reports on an English spiral-based learning (Sugimoto & Tsubota, 2021) to improve English reading comprehension of 
first- and second-year university students by implementing in-class extensive reading, as well as providing ICT-based speed 
reading and oral reading materials. The study will also discuss an appropriate method to improve English reading 
comprehension and autonomous learning by providing instruction and advice on speed reading and oral reading in class and at 
the same time feeding back explanations on stumbling parts on oral reading to the whole class. 
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1. はじめに  

筆者らはリーディング授業に速読・音読・多読

（Extensive Reading、以下 ER）を取り入れた、英語読

解力向上と自律学習支援の個別最適化の実現に向けた

プロジェクトに取り組んでいる。第一著者の勤務校で

は 2023 年度以降にカリキュラム変更が予定されてお

り、そのためにパイロット的に授業を実施した（杉本・

坪田、2021）。本稿ではプロジェクトの概要とパイロッ

ト実験の結果について報告する。  
 

2. 研究の目的  
本プロジェクトでは、現在実施している授業実践（1.

はじめに参照）に加え、23 年度以降に導入予定の電子

版 ER 教材を自律学習の枠組みに取り入れることによ

る、英語読解力向上支援の個別最適化に向けた手法も

検討する予定である。  
また、学校現場が ICT ツールの必携環境に移行しつ

つある状況を活かし、自律的 ER 学習と集約的・教師

主導型授業のそれぞれの効果を最大限に効果的な形で

組み合わせる手法を開発し、指導と学習支援の進化・
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深化についても検討していきたい。  
英語 3 活動スパイラル型学習とフィードバックの繰

り返しによる個別クラスへの最適化の結果から、一般

的な傾向及び各学年の顕著な傾向を踏まえ、中高を含

めた他校への展開を通じ、一般性の高い指導案の作成、

及び個別の学年への適応法についても検討する。  
 上記より、本研究で期待される効果は、大学での研

究から明らかになった問題点を検証し、①英語読解力

向上支援の個別最適化、②他大学との共同研究や、PPT
教材の提供・公開による中高の教育現場で応用可能な

速読、及び音読指導法の提案である。  
本稿では、パイロット研究段階で得られた学生アン

ケートのデータから次の仮説を検証し、23 年度以降の

研究の本格展開に向けた改善点について検討する。  
仮説：スパイラル型学習を導入することにより、ER

に積極的に取り組む姿勢が生まれる。  

2.1. 研究の概要  
第一著者が勤務する私立 A 大学では、大学入学後に

必要となる自律的な英語読解を通した学習方略を身に

つけるため、書籍版 ER、パワーポイント教材（以下

PPT。速読・音読用は、クリックごとに PC 等の画面上

にチャンクが現れる PPT-A〈速読用〉、PPT-A に音声を

貼り付けチャンクと音声が同時に自動再生される

PPT-B〈音読用〉）を提供し、英文読解に有用なチャン

クリーディング [注 1 ]（以下 CR）の習熟を促進する実

践を行っている。中高の現場では多様な業務や生徒指

導で多忙な上に、学校によって使用教材が異なるため、

①多くの教材に応用可能であること、②誰にでも作成、

編集、改訂、操作しやすいことを実現するため、本研

究の PPT 教材は、中高の教育現場での実践が可能とな

るよう、使用する機能はアニメーション（1 種類）と

音声貼付の 2 つに絞った簡易なものにしている。  
授業では、テキストの英文読解に PPT-A を使用し、

PPT-B 使用時は、学生は Google フォームに英文ごとの

音読難易度を回答する。指導者は、読解の停滞を防ぎ

在宅学習時の音読の精度を向上させるため、回答に基

づき、つまずき箇所への効果的な個別指導の提示方法

を検討し、授業時に音読指導を行う。また、23 年度（R5
年）以降は、授業外学習を促すため、学習管理システ

ム（Learning Management System、以下 LMS）を備え

た電子版 ER 教材『e-ステ多読の森』（electronic-ER、

以下 e-ER）にも取り組ませる予定である。本研究では、

①音読と CR を読解に付随する副次的活動と捉えて指

導し、②音読と CR の 2 つの技能向上を図るため、PPT
教材を ER とスパイラルに連動させることにより、読

書量の増加と読解速度 [注 2 ]（Words per minute、以下

wpm）、及び読解効率 [注 3 ]（Effective words per minute、
以下 e-wpm）の相関を検証し、英語読解力向上支援の

個別最適化の手法について検討する。  
 図 1 に概要を示す。教室環境（図左下）では、書籍

版多読と PPT に加工されたテキストの速読に取り組む。

次回授業時までに Google フォームでテキストの英文

ごとの音読難易度を回答し、授業時に教員による音読

指導を行う。多読本から任意の 1 冊を選び、月に 1 回

のピアレポートを実施する。  
 上記の授業サイクルにより、主にリーディング技能

の向上と苦手意識の低減に代表される情意面の改善が

期待できる（図左上）。  
 自律学習環境（図右上）では、Google フォーム回答

に基づく音読指導を受けて、PPT-B を使用して自宅で

音声録音を行う。また、23 年度以降に導入予定のオン

ライン版多読に取り組む。  
 多読履歴については本の語数や wpm、e-wpm、感想

を、音読については録音音声を、それぞれ指定先の

LMS に学習記録として提出する（図右下）。  
 

 

図 1 全体概要図  
 
2.2. ER 
 ER は英語力向上への効果が高いことが認識され、

国内・海外の研究で数多く取り上げられてきた（Day & 
Bamford, 1998; Pigada & Schmitt, 2006; 千葉、2017）、
井村（2021）は、ER は多様なレベルの学生が混在する

クラスでも柔軟に対応できる可能性を報告している。

特に日本のような「外国語としての英語学習（English  
as a Foreign Language，以下 EFL）」環境下では、ER は

理解可能なインプット量（Krashen, 1985; Ellis, 2005）
を英語学習者に提供する手段の一つである。  

EFL 環境下で効果的な英語学習を可能にするために

は、語彙や定型表現、文法知識を反復的に学び、自動

化することが重要であるが、テキストを使用した授業

だけでは言語経験が貧弱となる（土屋、2004）。従って、

学習者に新たな気づき（語彙、表現、文化等）をもた

らす可能性をもつ ER は、反復練習を機械的で作業的

なものとせず、自律的に言語経験を豊かにするための
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有効な手段と考える。ER には「読解力」「リーディン

グ速度」「語彙習得」の測定項目で効果があり、学習者

の年齢が高くなるほど効果が大きくなる傾向がある

（Nakanishi, 2015）。また、ER と共に「本のレポート」

「内容理解問題」「語彙練習」の指導を行うと効果があ

ることが報告されている（Liu & Zhang, 2018）。  
ER とは文字通り大量の英語を読むことであり、英字

新聞を ER 教材として活用する例もあるが、英語力に

応じて学習者自身が選択できるレベル別の Graded 
Readers などのカバーのある図書を用いるのが一般的

である。本研究では、自由で自律的な読書環境を実現

するため、ER 教材はジャンル豊富な 1 話完結ブックレ

ット型の『SRA Reading Laboratory®シリーズ（以下

SRA）』から 1-c（初級）及び 2-a/c（中／上級）を使用

し、既読本の中から任意の一冊を選び、英語によるピ

アレポート（口頭、月 1 回）を実施する。  
A 大学では、ER 未経験者が多いため、本研究では継

続しやすい環境実現を前提に、 ER 演習時には酒井

（2002）が提唱した「多読三原則（辞書は引かない、

わからないところは飛ばす、進まなくなったらやめ

る）」を導入している。  
多読三原則は多くの実践で導入されている一方、江

竜（2019）は中等教育においては多読三原則が重視さ

れるあまりに、生徒への指導が適切に行われない危険

が生じていることを指摘している。  
また、多読三原則については、学習者の英語運用力

の違いによって、どの程度の分量をどのように読めば

どの英語力向上に多読が効果的に機能するかに関する

研究が十分ではないという指摘もある。同時に、多読

三原則は学習者にとっては多くの量を読むための指針

となるが、指導者には多読三原則以上の指導指針が必

要であり、それがなければ、有効なシラバス設計がで

きず、学習者への支援も機能しなくなる恐れを指摘し

ている（藤井、2019）。  
ER については、学校英語教育の範疇では不可能とも

言える大量の英文に触れることを目的にしているため、

多くの英語指導者が多読三原則を導入し、学習者が主

体的に取り組む形式を取ってきたことは、江竜（前掲）

が指摘しているとおりであり、学習者への適切な助言

がないまま、ひたすら読書量を積み重ねているケース

の存在は否定できない。  
杉本（2022）は、保育士課程の学生 70 名を対象に

英語絵本の読み聞かせに取り組んだ。保育士課程に在

籍する学生は英語学習の優先順位が低く、英語に苦手

意識を抱いていることが多い。そこで、基礎科目「英

語」の授業で、英語多読用図書（Oxford Reading Tree）
を用いて、学生の英語への意識変容と基礎技能の向上

と共に絵本の読み聞かせ体験による保育技術に活かせ

る力を養成することを目指した。また、授業後に実施

したアンケート（10 項目）調査の結果から、2 割の学

生が英語に対する意識や基礎技能の向上に変化はなか

ったと回答したことを報告している。  
どの学校・大学でも、英語学習の優先度が低い生

徒・学生は一定数存在する。そのような学習者への対

応も考慮し、本研究では、読解力向上に向けた ER 単

独の実践ではなく、英語 3 活動スパイラル型学習を導

入することによって、「読む（速読）」にプラスして、

テキストのモデル音声を「聞く」そして「話す（音読）」

という個別の基礎技能向上が ER への波及効果につな

がることが期待できる。  
本研究では、本を読むごとに 2 種類のエクセルシー

ト（ER 記録シート①、②）に本のタイトルや語数、読

後の印象、読解時間、内容理解問題の正答数、及び読

解効率を入力し、学期末に教員に提出する（図 2、図 3）。 
A 大学では、1 コマ 100 分、半期 14 回で授業を展開

している。本研究は、1・2 回生ともに 1 単位で実施し、

授業の冒頭 30 分間に、各自のペースで 3~4 冊を目標

に ER に取り組んでいる。秋学期は 5 クラスで展開し

ている（表 1）。（ ）内の数字は講座人数。  
 

表 1 講座概要  

 
 

 

 

図 2 ER 記録シート①  
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the number of words Time(sec.) The number of correct answers

 Number:1  316  1 2 3 4 5 6 7 8 9 正答数計（　　　　）

 Number:2 340 1 2 3 4 5 6 7 8 9 正答数計（　　　　）

 Number:3 437 1 2 3 4 5 6 7 8 9 387 正答数計（ 4 ）

 Number:4 347 1 2 3 4 5 6 7 8 9 292 正答数計（ 5 ）

 Number:5 456 1 2 3 4 5 6 7 8 9 298 正答数計（ 4 ）

 Number:6 489 1 2 3 4 5 6 7 8 9 341 正答数計（ 5 ）

 Number:7 405 1 2 3 4 5 6 7 8 9 正答数計（　　　　）

 Number:8 320 1 2 3 4 5 6 7 8 9 290 正答数計（ 5 ）

Color: Brown                           
Comprehenshion

73%

86%

％

66%

Accuracy rate 

％

％

88%

71%

 
図 3 ER 記録シート②  

 
ER 演習では、読後すぐに数値データ（読解時間・

WPM・読解率）及び感想の入力を行っている。第一著

者の勤務校では、英語に苦手意識をもつ学生が少なく

ない。また、授業のオリエンテーション時に、過去の

学習経験の振り返りを実施すると、速読・ER の経験者

は皆無である。  
こうした学習者集団では、学習意欲改善や内発的動

機づけが英語力向上に大きく寄与することは言うまで

もない。従って、自律学習支援の個別最適化を図る上

で、新情報の獲得と文法のつまずきの解消や達成感（1
話完結型）を得ることができ、感覚的な刺激（挿絵、

オールカラー）も含まれる ER と、それを支える CR
の習熟と読みの停滞を防ぐ音読指導は、学習者が取り

組みに対し自己肯定感を感じつつ、学習行動の継続を

促すための指導の一手法と考える。  
2.3. 速読  
 ER では、「読解速度が遅い」と「読書量が抑えられ」

て「読解力が育たない」という悪循環が指摘される。

ER の効果量を高めるには、読解速度の向上は欠かせな

い。ER 語数と読解速度の関係を調べた研究では、語数

が増えると読解速度と内容理解の正確さが統計的に有

意に向上することが報告されている（千葉、2017）。土

屋（2004）は、読み手は書き手が構想した意味的・構

造的にまとまりのあるチャンクを単位として理解する

ことを報告している。佐藤（2006）は中学 2・3 年生を

対象に、速読を取り入れた ER 指導を 1 年間実施した

結果、速読力、理解度共に有意に向上したことを報告

している。これらのことから、チャンク処理の速度と

精度向上を目的に、授業時に PPT-A を使用した速読演

習を行う（図 4）。  
 

 
図 4 速読用  PPT-A 

 
速読演習では、スライドショーのリハーサル機能を

活用して読解時間を計時し、読後すぐに内容理解問題

に取り組む。読解時間及び正答数をエクセルシートに

入力すると、WPM 及び読解効率が自動計算される（図

5）。累積結果を保存し、学期末に教員に提出する。  
 

 
図 5 wpm, e-wpm 記録シート  

 
2.4. 音読  
 「1.2. ER」の項で記述したように、中高の英語授業

で、音読に関しても、ユニットあるいはパートごとに

1 度程度行われたという回答が多くを占め、その際に

音声指導（音の連結・脱落・消失・弱化等）を受けた

経験があるという回答は、ほとんど聞かれない。  
 ER での読みの停滞を防ぐためには、音声的な基本知

識とそれを実行する技術を学ぶ場が必要である（河内

山他、2013）。音読の重要性については、多くの研究者

が指摘してきた。音読はチャンクを意識し習得するこ

とで理解に役立ち（前掲、土屋、2004）、音韻符号化が

自動化・高速化することが考えられる（門田、2007, 
2012）等の研究がある。宮迫（2002）は、高校生を対

象にした研究で、音読と英語能力には相関があること

を報告した上で、音読を日常的な指導の一環として中

長期的展望をもって行うべきだと述べている。これら

より、授業時に PPT-B（図 6）を使用した音読指導を

行う。  

語数 秒数 WPM 総問題数 正答数 読解率

Unit 1-A 324 267 72.8 8 8 73

Unit 1-B 394 227 104.1 15 14 97

Unit 2-A 461 246 112.4 16 14 98

Unit 2-B 384 304 75.8 19 17 68

Unit 3-A 562 387 87.1 5 5 87

Unit 3-B 461 311 88.9 5 5 89
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図 6 音読用  PPT-B 

 
 本研究では、個別のつまずき箇所を把握し、読解速

度の低下をもたらす音韻符号化の失敗を低減するため、

授業中で Google フォーム（図 7）使用した 4 件法（難

～易）で回答する手法を用いて、英文ごとの音読難易

度を把握し、指導・助言を行っている。  
しかしながら、授業中に 1 文ずつの音声を確認しな

がら難易度の確定を行う作業が思った以上に時間を要

してしまい、授業内多 ER に必要な一定時間（30 分）

の確保が困難であることが判明した。そこで、学生は

自習時間を活用して次回講義までに入力を済ませるこ

とで、時間短縮を図る方法に変更した。授業時には、

アンケートデータに基づき、半数以上の学生が「難し

い」「やや難しい」と回答している英文（図 8）につい

て、音法を中心に解説した後に音読練習を行う。  
音法に重点化するのは、必ずしも文が長いから難易

度が高いと回答しているのではなく、短文でも音の変

化に関する知識不足から聞き取れないことが一因で

「難、やや難」と回答する学生が多く見られることに

よる。  
 

 
図 7 Google フォーム  

 

 
図 8 アンケート結果  

 
 アンケート回答に基づき、PPT-B を加工（図 9）し、

次のような音読指導を行う。  
斜体の緑字 では、①破裂音の「d」や「 t」の連続

により、前の語の末尾が脱落（elision または reduction）
して発音されず、後ろの語頭の音だけがはっきりと聞

こえる。その際、脱落とは完全に無音になるわけでは

なく、小さな「ッ」を飲み込むイメージの発音と助言

することもある。②代名詞 his（文頭の位置を除く）や

機能語 have の「h」の脱落が起こり、同時に、子音＋

母音、子音＋子音、母音＋母音のいずれかのパターン

の音の連結（ linking または liaison）が現れる。③「 t」
の直前の母音に強勢がある場合「L・R」の中間音のよ

うな音に変化する。朱書き字は発音や強勢位置に注意

する。その他、桃色字はそれぞれの単語に均等に強勢

を置いて発音すること、「／」では、軽い休止を置く

と読みやすくなること等を指導する。  
 

 
図 9 音読指導用 PPT-B 

 
3. プレゼンテーション  
 本研究では、ER の取り組みが読むだけの作業に終わ

ることなく、読解力向上の一方略となるよう、ER と併

用することでその効果を高めると報告（前掲 Liu & 
Zhang, 2018）がある活動のうち、内容理解問題及び本

の口頭レポート（以下レポート）を導入している。  
 レポート対象本が受講生の間で競合することを避け

るため、読書冊数の一定量の蓄積が必要となることか

ら、実施は一ヵ月に１回とした。レポートは 4 名 1 グ
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ループで実施し、1 台の iPad で録画する（図 10）。 

 

 

図 10 レポートの様子  
 

発表後は各グループ内で自己評価と相互評価を行い、

評価用紙を教員に提出する（図 11）。 

 

 

図 11 レポート評価用紙  
 
 レポートの際には、資料の棒読みを避けるため、事

前の準備をせず、1~3 分程度で、聞き手が本のあらす

じを把握できるようなプレゼンを目指し、発表後にグ

ループ内で、日本語であらすじの確認をしないように

と指示した。今年度は春学期に 1 回、秋学期に 2 回の

プレゼンテーションを実施した。以下に秋学期 1 回目

の評価用紙からの抜粋を紹介する。（数字）は同じ内容

の回答をした学生の人数である。  
〔自己評価〕  
（良かった点）  
・自分が一番話したいことが伝えられた。  
・内容を整理して話せた。  
・話の経過を、接続詞をうまく使って伝えられた。  
・一番知ってほしいところを伝えられた。  
・ 2 回目なので、落ち着いて言えた*1。  
・ 1 回目より多くのボキャブラリーで話せた*1。  
（改善点）  
・例を使いたかったが、表現が出てこなかった。  

・人物描写が下手だった。  
・緊張してうまく話せなかった*1。（3）  
・ジェスチャーを使うことができなかった*1。  
・英文が途切れてしまうので、 表現を練習したい*2。 
・同じ単語で同じ説明をしていた。  
・単語が瞬時に出てこなかった*2。（8）  
・日本語が出てきてしまった。（3）  
・単語でしか話せなかった*2。  
・一文を短くまとめて言いやすいようにしたい。（2）  
・同じ単語を使いがちなので、 引き出しを増やす*2。 
・ことばが出てこなくて詰まる*2時間が多かった。  
・即興で話せる力をつけたい*2。  
・正しさを意識しすぎ*3 なので、簡単に言いたい。  
・内容が複雑で簡単な英語で話すのが難しかった。  
・書いてあること読むだけ になってしまった。  
・自分が気に入ったところを伝えられなかった。  
〔他者評価〕  
（良かった点）  
・自分の言葉で伝えようとしていた*4。（7）  
・自分の 感想を含めていた*4。（5）  
・レポート本をおススメしてくれた点。（2）  
・日本語で言うと、○○と説明していた。  
・人物説明に関係代名詞を使っていた。  
・聞き取りやすい英語で内容がよく理解できた。  
・様々な表現を使っていたので、長い説明だったにも

かかわらず、わかりやすかった*4。  
・情報が多くてわかりやすかった。  
・内容がよくわかったので、読みたいと思った。  
・うまくジェスチャーを使っていた。（4）  
・日本語で雑談するような感じで話していた。  
・自分のことと重ね合わせて話していた*4ところ。  
・登場人物を先に紹介してくれたので、名前を聞いて

も頭にスッと入った。  
・お気に入りのフレーズを紹介したり、自分で考えた

りしながら話しているのがよかった*4。  
・自分では使えない文法を使っていた*5。  
（改善点）  
・レポート本を選んだ理由が不明だった。  
・発音、強勢にメリハリがない*6。（3）  
・もう少し話すスピードがあった方が良い。  
・声が小さすぎた*6。（5）  
・単語がちゃんと言えていたので、もう少しスムーズ

に言えたらもっと良くなる。  
・あらすじをもっと詳しく言えた方がよい。（2）  
・日本語が出てきた*7。（5）  
・アイコンタクトがなかった。  
・本文をそのまま読んでいる感じがした。  
〔分析〕  

発表者１： 

本のタイトル： 

 

 

 

あらすじ（箇条書きでも OK） 

 

 

 

 

うまかったところ・真似てみたい表現など 

 

 

 

 

改善点 
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*1：良かった点・改善点の両方に記述があるが、それ

ぞれの裏返しと言える。プレゼンを経験するごとに緊

張感の低減につながる可能性がある。  
*2：改善点のみに見られ、英語を使いたいという切実

な願望と考えられる。プレゼンを経験することによっ

て明らかになる点であり、次年度も可能な限り月 1 回

の実施を継続したい。  
*3：英語を話せないことの裏返しと捉えることもでき

るが、間違いの許容範囲を広げ過ぎると、内容伝達が

不十分に終わる恐れがあることから、音読指導により、

使える表現の流暢さの向上を追求する必要はある。  
*4：他者のプレゼンに対し、高い評価が与えられてい

る。書いてあることの棒読みではなく、My English を

使おうとする姿勢が好意的に受け止められている。原

稿を準備しないことがプレゼンの条件なので、話の展

開を工夫している姿勢が見られる。  
*5：グループ活動の利点の一つ、 role model の存在を

示す好例である。EFL 環境において、同世代の学習者

が発信するワンランク上の英語力に触れることは、学

習意欲の刺激になり得る。  
*6：誤解を生じさせない発音の習得や適切な声量で話

すことは、コミュニケーションやプレゼンにおける重

要な側面と言える。  
*7：グループ内に留学生がいる場合は、国際語として

の英語を使う意識が高まり、母語の使用を控える要因

となるが、日本人学習者のみの集団では難しいことを

示している。この現象は日本語使用禁止という厳格な

ルール設定を行ったとしても、使用語彙やフレーズの

範囲が限定的な学習者にとっては、学習意欲低下につ

ながるだけである。このことから、使いたい表現の「引

き出し」を増やす試みとして、ER の進化と深化を目指

す必要がある。  
 上記*5 にあるように、グループ活動の効用が学習意

欲の向上につながれば、自己評価を上げるために、ER
への取組姿勢の変化が予測できる。プレゼンテーショ

ン活動（レポート）は 22 年度後期から始めたばかりで

あり、レポートを併用することで ER の効果が高まる

（前掲 Liu & Zhang, 2018）ところまで検証できていな

いが、継続的に取り組み、ER を含むスパイラル学習の

枠組みとの接続効果を高めたい。  
 
4. 授業アンケート回答  
 春学期終了時に、大学が実施した授業全体に関する

学生アンケート（LMS）の中で、自由記述の多かった

3 クラスから、ER・音読・フィードバックに関する回

答から代表的なものを紹介する。下線 は、本研究の目

的に合致する回答、（数字）は同じ内容の回答をした学

生の人数である。  

履修者数：63 人、回答者数：56 人、回答率：90％  
〔ER〕  
・読む課題や多読本のプレゼンなどで、表現力がつい

たと思うから。（4）  
・多読を英語だけでどれだけ説明できるか、自分がど

れだけ単語を知っているかを確認できたから。  
・多読をさせてもらって、 英語の理解力が上がった

と思います。（2）  
〔音読〕  
・音読練習が大変だったけど、前より 英語の読み方が

確実に変わった から音読練習が良かった。  
・音読で ネイティブのスピードで英語を話す こと。  
・ 音読のコツ を教えていただき、 実際に音読するこ

とで力が伸びた手応えがあった 。  
・授業外で、自分で英語に触れることができるように

なった から。  英語の発音に触れたことで楽しさがわ

かってラジオで英語を聞いたり、英語の単語を電車で

みたりするようになれた 。  
・発音の大切さが分かって練習できた のが良かった。 
・英語を単語同士繋げて読む読み方をしていたら音読

練習のときに 回数を重ねるほどスラスラ読めるよう

になった 。  
〔フィードバック、その他〕  
・自分から学ぼうとすれば学びが増える から。  
・先生のフィードバック が丁寧で、やる気が出た 。  
・英語が伸びる方法をたくさん教えてくれた 点。   
・良くなったら、褒めてくれたりしたのがよかった。  
・英語を スラスラ読めるように教えてくれた 。  
 ER に関しては、内容理解度や表現力の向上に対して

肯定的な記述が複数見られた。本研究の ER 演習では、

正確なチャンクの把握による読解力の向上を一つの目

的としているが、受講生の中で一定数の割合で自己効

力感を得ていることがわかる。回答の中に「多読を英

語だけでどれだけ説明できるか、自分がどれだけ単語

を知っているかを確認できたから」があるが、ER を通

して語彙や表現を覚えたことが確認できたという意味

なのか、知らないことが多く十分に伝えきれなかった

ということなのかは不明である。前者であれば、活動

の肯定的評価として捉えることもできる一方、後者な

らば、自律学習への動機づけにつながっていると考え

られる。現時点では、フィードバックの個別化までは

実現できていないが、学生のモチベーション向上につ

ながったと考える。  
 音読については、課題提出までに、自宅その他での

自習時間に練習を課しているが、発音及び音読速度の

向上や、音の連結が再現できているとの報告がある。

また、自律学習のきっかけになっているとの記述も見

られる。これらは、音読演習の継続的な取組が読みの
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停滞低減に貢献することを示唆するものと考える。今

後導入予定の e-ER を利用する際の動機づけにつなが

るかを検証し、英語 3 活動スパイラル型学習のハード

面の見直しと整備、Google フォームの運用面の改善等

について検討を重ねる。  
 教員からのフィードバックに関しても、肯定的に捉

えている受講生が複数存在し、自律学習支援の一つと

してフィードバックが機能していることがうかがえる。

自律学習の実行と継続には、学習者の意思と動機づけ

に影響を及ぼす学習方略を含む学習環境の整備が欠か

せない。それと同時に、自己効力感を高めるための要

因の一つとして、他者からのフィードバックは有効な

働きかけであることがわかった。  
 本研究では、英語 3 活動をスパイラルに連動させた

学習を実践してきたが、それぞれの活動で課題や記録

の種類と提出時期が異なる。１）ER では、語数・読解

時間・感想やつまずき箇所の記録、２）速読では、読

解時間と内容理解問題の正答数、及び読解効率の記録

であるが、１）・２）は共に学期末に提出する。３）音

読では、録音音声をユニット終了後 1 週間以内に LMS
に提出し、提出ごとに教員から個別にフィードバック

を得る等である。  
このように、パイロット研究実施段階で、授業全般

に関するアンケートや 3 活動それぞれのデータ収集自

体は進んできたが、23 年度以降の研究に向けて、アン

ケート項目やデータ収集方法の効率化やデータの提出

時期、及び分析等について検討を行う。  
ハンドアウトを使用したアンケート調査では、回答

率を維持するためには、授業時間内に実施・回収する

必要があり、授業活動に支障をきたすことは否定でき

ない。Google フォームを使うと、自宅や学内で自由な

時間に答えることができるため、学生・指導者両者に

とって時間的・作業的な手間が省ける。今後、GIGA
スクール構想が一段と加速することは自明であること

から、中学・高校の現場でも導入可能なシステムと言

える。オンラインの特性を活かし、今年度末にアンケ

ートの集約と改善点の検討を行う。次年度に向けては、

これらの結果を元に、アンケート項目の精緻化を図る

ため、感想からつまずき箇所の傾向を分析する。  
ER・音読・速読・プレゼンテーションがパッケージ

化された教材開発に取り組めば、高等教育以外の教育

現場でも、学習システムの枠組に入れることも可能で

ある。それらすべてを LMS 化すれば、教員側のデータ

収集と入力の省力化によって、よりきめ細かな指導に

つながり、共通シラバスによる指導の統一を図ること

ができれば、データ量の増大をもたらすことが可能と

なる。  
 

5. 考察  
ER と速読に関する 2 種類のデータシート（前掲、図

2・図 3）を一つにまとめ（資料③）、3 クラス（1、4、
5）の中で、授業欠席日を除いて、完全にデータ入力が

行われている学生を 2 名ずつ抽出し、現段階で簡易的

に分析する。  
学生 A・B、C・D、E・F はそれぞれ同一クラスに在

籍しており、A～D は 2 回生、他 2 名は 1 回生である。  
学生 A・B は標準クラスに在籍し、速読教材は初級、

ER 教材は中級レベルである。学生 A は 1 回の授業で 2
～3 冊読み、WPM は 100 を超え、読解率も低くない。

速読教材は語数が少ないにもかかわらず WPM が 2 ケ

タ台と低く、ER：速読の WPM を比較すると、1.4 倍

程度である。しかし、内容理解問題の正答率を見ると、

ER に比べて読解率は低いものの、悪いとは言いきれな

い。学生 B は ER の WPM は低いが、内容理解問題の

正答率は 50%を超える回が多い。WPM が低いため読

解率も学生 A に比べると低調である。また、速読教材

の語数は ER に比べて少ないにも関わらず、学生 A と

比較しても WPM で－10 ポイント、読解率は 1/3 程度

と低いことから、今後は、このレベルの学生に対する

英語力把握のためのアンケート項目を検討したい。  
中級レベルのクラスに所属する学生 C・D は類似し

た傾向を示した。速読、ER 教材は共に中級である。

ER の WPM 及び読解率が両方とも速読に比べて、1.5
～2 倍となった。ER の記述欄で 2 名ともに instrument
の意味が不明と答えている。これは、CEFR-J Wordlist
では A2 レベル（中学 2 年～高校 1 年程度）であり、

本のタイトル『A Piano Lesson』から考えると、不明な

単語を推測しながら読めていない可能性もある。速読

教材では WPM 及び読解率は低い。大学中級レベルの

英語力を身につけるための自律学習支援の個別最適化

を図る上で、クラス編成のあり方やテキストのレベル

調整等にデータ分析の活用を検討する余地がある。  
学生 E・F は標準クラスに所属している。速読教材

は初級、WPM 及び読解率も標準的である。一方、ER
教材は中級レベルであり、正答率は高いものの、記述

欄では読みづらさや文法の難易度に触れる記述も見ら

れ、WPM も低い。他 4 名の学生と比べると、ER：速

読の WPM 及び読解率を比較した数値が逆転する傾向

にある。語彙・文法のどちらに対して、より焦点化し

た指導が必要なのかを検討したい。  
ER に関するデータから、抽出学生の簡易分析を行っ

たが、そこから浮かび上がる問題点も見えてきた。  
一つは、速読教材は大学生向け（初級・中級）であ

るものの、ER 教材の SRA 1-c は初級（中・高生向け）、

2-a は中級（高校～大学初級）、2-c は中上級（大学中

級以上向け）と、レベルが混在したものを使用してい
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る点である。現時点では、第一著者の勤務校で現有の

ものを利用しているため、速読教材とのレベル調整を

行ったものを使用できているわけではなかった。例え

ば、学生 A・B と E・F は標準クラスに所属しているが、

21 年度時点では、初級レベルを大学で所有していなか

ったため、ER 教材が中級レベルとなっていた。データ

を比較すると、WPM 及び読解率が速読で低く、ER で

高い学生とその逆になっている学生が存在しているこ

とからも、速読・ER 教材のレベルを所属クラスに合わ

せた調整が求められる。  
これらの問題を解消するため、22 年度に SRA 1-c を

1 セット購入して、実験的にクラス 3 と 4（前掲、表 1）
で使用し感想を集計したところ、語数の少ない本への

取り組みやすさを述べている学生が多かった。そこで、

次年度以降、ER 教材をレベル別に複数セット準備し、

1~2 回生の標準～中級クラスで使用する速読教材と連

携した授業展開を実現する。それにより、SRA シリー

ズは各レベルの 1 セット（120～150 冊）の中でも、易

～難に段階別に用意されていることから、いずれのク

ラスにおいてもさらなる個別対応が可能となる。  
次に、データ収集について、音読データ（録音音声）

の提出は授業後 1 週間以内、教員のフィードバックは

順次行っているが、ER 及び速読データについては、各

学期末としている点である。ER や速読のデータ分析に

は一定量のデータが必要となることもあり、授業ごと

のデータ収集とはなっていない。従って、音読に関す

る教員からのフィードバックの ER や速読への波及効

果を見極める作業に課題を残していると言える。  
三つ目は、ER 及び速読のデータ入力に時間がかかる

点である。複数のエクセルシートに入力を求めている

ため、第 1 回授業時にオリエンテーションを行うもの

の、シートの切り替えがスムーズにいかず、入力に慣

れるまで複数回の授業を経ている。その後も、入力漏

れによる未完成データの存在も散見されるため、シー

トの一元化を行う必要性がある。  
最後は、音読データの評価とフィードバックに、よ

り客観性を持たせるためのルーブリックを準備できて

いない点である。これら、パイロット研究段階におい

て明らかになった課題を 23 年度以降の研究実施に向

けたデータ処理と環境整備に活かす。  
5.1. 仮説  
本稿冒頭で述べた「スパイラル型学習を導入すること

により、ER に積極的に取り組む姿勢が生まれる」とい

う仮説であるが、4. 授業アンケート回答、5．考察で

述べてきたように、スパイラル型学習を導入した結果、

教員からのフィードバックを肯定的に捉えている受

講生が複数存在し、自律学習支援の一つとしてフィー

ドバックが機能していることがうかがえた。また、一

定数の割合の受講生が自己効力感を得られており、ER
に積極的に取り組む姿勢が生まれたと言えるだろう。 

23 年度以降に導入予定の e-ER 教材では、更に詳細

なレベル別教材が用意されている。さらに、読み上げ

機能を使えば、画面上の文字テキストの有・無を選択

した上でリスニング、音読、シャドーイングといった

音声関連のタスクを活用すれば、読解力伸長への波及

効果が期待できる。  
 ER 及び速読のデータ入力に関しては、エクセルシー

トの改良により、視認性も含めた入力作業の簡素化に

より、入力漏れ防止が可能となる。  
 
6. 結論  

本研究では、提出された録音音声へのフィードバッ

クは、以下のように LMS 上で行っている。  
発音、アクセント、イントネーション、及び音の連

結・消失等のチェックを受け、モデル音声との比較に

おいて、70～100 点で 5 点刻みの採点結果とコメント

を受ける。それらが評価基準に沿ったものになれば、

授業時における一斉指導の際に、個別データをクラス

全体で共有しやすくなり、その後、全体指導を個別学

習に活かすという学習改善のプロセスが動き出すこと

が期待できる。  
しかしながら、現時点では音読以外の課題へのフィ

ードバック、データ処理の効率化及び精緻化について

は十分とは言えないため、改善する必要がある。  
例えば、ER 及び速読のデータ分析結果を LMS で個

別にフィードバックできれば、音読と同様に「個から

集団」での指導を経由し、個別最適化した学習方略の

提供が可能となる。  
多くの場合、「計画（テキスト選択、指導案や手順

の作成）→実施」というサイクルに則って授業を行い、

テストで学力を測った結果を個別にフィードバックす

る。結果を個別に返却する際には、平均点や正答率の

低い箇所等、全体的な傾向の指摘に留まる。  
中等教育の現場でも「計画～改善」を示す PDCA サ

イクルが提唱されているが、教科指導や生徒指導に加

え、業務の多様さに追われて、PD（計画と実践）は行

われるが、CA（評価と改善）を取り入れた新たなサイ

クルに基づく授業実践は数少ない。  
そこで、本研究で実施している英語 3 活動を、授業

→学習者の取組・課題提出→指導者から学習者へのフ

ィードバックというリニア型（図 12）に留めず、授業

→学習者の取組・課題提出→個別フィードバック→情

報共有→学習者の取組→授業というループ型の中に、

定期的なリフレクションを生み出したい（図 13）。そ

のことにより、教師側では授業の改善が図られ、学習

者側では個人の学習に関するメタ認知が働き、個に応
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じた学習支援が促進されるものと考える。  

 
図 12 リニア型学習モデル  

 

 
図 13 ループ型学習モデル  

 
7. 今後の課題  

本研究の目的の一つに、英語 3 活動のデータ分析を

用いた自律学習者支援の個別最適化の検討がある。 

阿部・向後（2020）は、英語の自主的な学習での学

習方法に対する「好み」の構造と傾向、及び「好み」

が学習行動に及ぼす影響を調べた結果、英語学習者が

「よかった」と感じる要因に、１）新たな知識を得る

楽しさ、２）疑問点の解消、３）成果の手ごたえ、４）

感覚的な刺激等の要素の存在が確認されたことを報告

している。このことは、知的好奇心が満たされ、かつ

学習効果に手ごたえを感じる結果である。 

また、学習方法による「好み」の傾向を比較した結

果、「拡散的好奇心（幅広い情報を求める動機づけ）」、

「特殊的好奇心（不十分な知識を補うために特定の情

報を求める動機づけ）」、「有効性」では学習方法による

違いは確認されず、「達成感」、「刺激」、「低コスト」で

は、学習方法によって異なる傾向が示されたことを報

告している。さらに、拡散的好奇心が学習の期間や継

続に影響を及ぼすこと、教材にかかるコストが低いこ

とが学習の頻度や継続に影響を及ぼすと報告している。

これは、学習期間を持続するためには、提示する学習

方法の中に、拡散的好奇心を刺激する要素が存在する

ことの重要性を示していると考えられる。 

本研究のパイロット研究段階では、個別の学習方法

に関するアンケートは実施してこなかったが、23 年度

以降の研究では、授業外での自律学習を促すために

e-ER の導入を検討していることから、阿部・向後（前

掲）の調査結果や調査方法を参考にしながら、アンケ

ート項目の細分化とデータ分析を進める。 

また、プレゼンテーションの巧拙が、語彙や表現の

習得等を含む ER への取り組みに与える影響を検証す

ること、ER 演習における読語数と内容理解度との相関

について、授業アンケートや学内で実施するアセスメ

ントテストの結果（プレ・ポスト）を用いた検証を行

うこと、さらには、プレゼンテーションの評価方法に

ついて準備を進める必要がある。  
本研究での ER は授業内実施及び多読本の自由選択

という方法を取り入れているが、江竜や藤井の報告か

ら、本研究でも改善の余地があると考える。  
一つには、学生に対して選書に関する適切な指導・

助言の指針を明確にすることである。入学時のアセス

メントテスト（プレテスト）を活用し、学生の英語力

に応じたスタート段階のレベルを授業のオリエンテー

ション段階で提示することで、多読本の語数や語彙レ

ベルを段階的に引き上げる学習方略を提案する。  
さらに、学生の英語力を考慮した到達目標を設定し、

目標達成にはどれくらいの分量が必要かを提示するこ

とである。その上で、ER を含むスパイラル型学習がど

の技能に対して効果的であり、また英語学習に対する

優先度が低い学生に対する動機づけに対してどの程度

効果があるかを検証し、有効なシラバス設計を行う。  
最後に、学期末のアセスメントテスト（ポストテス

ト）の結果と WPM、e-WPM との相関を分析し、学内

での取り組みを他大学及び高大連携事業に寄与する実

践にしたい。  
 
[注 1]英文を意味のまとまりであるチャンクで区切り、

英語の語順通りに読み進む読解法。  
[注 2]1 分間に読める語数で、英語を読む速さの指標。

総語数÷読解に要した秒数×60 で算出。  
[注 3]wpm に内容理解度を加えた英語読解力の指標。

wpm ×(正答数／設問数 )で算出。  
 

本稿は「オンラインフォームによるリフレクション

を活用した英語スパイラル型学習の一検討～教員によ

る音声指導の適応・学習者同士の経験の共有・システ

マティックなリフレクションの導入～」（坪田・杉本、

2022）を加筆修正したものです。  
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20K00884「英語プレゼンテーションとパターンプラク

ティスの有機的な連携による音声活動の充実化」の助

成を受けた研究の一部です。ここに記して、感謝の意
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【資料】  
①音読用パワーポイント (PPT-B) 

  

  

 

 
②SRA Reading Laboratory® 
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③多読・速読クロス集計表  
多読 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率 速読テキスト unit 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率

1021 〇 380 105 40(5) 42 unit 1 163 99 90(10) 90
1028 868 136 60(6) 90 unit 2 140 94 70(7) 67
1028

◎

514 87 100(5) 87 unit 3 159 66 80(9) 59
1104 ☆ 350 102 100(5) 102 unit 4 154 70 80(10) 56
1104 〇 378 98 80(5) 78 unit 5 154 79 100(10) 79
1125

◎

296 95 80(5) 76 unit 6 174 50 100(12) 51
1125 〇 349 105 40(5) 42 unit 7 182 95 100(9) 96
1209 〇 502 101 60(5) 61 unit 8 222 75 60(10) 45
1216 〇 439 103 100(6) 103 unit 10 182 56 60(9) 38

104 76 76 65
1.4倍 1.2倍

1021 320 51 60(5) 30 unit 1 163 68 40(9) 30
1028 ☆ 308 58 80(5) 46 unit 2 140 82 30(10) 25
1028

◎

330 61 60(5) 61 unit 3 159 58 70(9) 45
1104 〇 347 60 60(5) 33 unit 4 154 62 20(10) 12
1104 ☆ 308 64 80(5) 51 unit 5 154 86 50(10) 43
1125 ☆ 270 82 100(5) 82 unit 6 174 112 50(12) 56
1125 〇 347 57 40(5) 28 unit 7 182 51 40(9) 23
1125

◎

335 55 80(5) 43 unit 8 222 53 20(10) 11
1209 〇 437 91 60(5) 55 unit 9 172 56 30(9) 18
1216 〇 523 75 40(5) 29 unit 10 182 53 20(9) 12
1216

◎

333 82 80(5) 82 68 28
67 49

0.98倍 1.75倍

A
2回生

B
2回生

　印象（☆：おススメ　◎：良い　〇：ふつう　△：面白くない）　/　感想・意見など　日付(2021年)  / タイトル

子どもたちが宝探しをしていて面白かった。

はじめは気難しいおばあちゃんだと思ったが、最後笑ってくれてよかった。

少し長めの文章だったので難しかった。

7行目のfancy tuneとは

The birthday Present
Life on the Prairie
Picture in Her Mind

日記になっていて読みやすかった。

誕生日が素敵な一日になってよかった。

A Day at the Circus
Beatrix Potter's Rabbits
Treasure Trove

パリに行ってまで絵の勉強をしており、絵がとても好きだということが伝わった。

様々なものに擬態する生物を知ることができ、実際に見てみたいと思った。

水の中に巣を作るクモがいることを初めて知った。Comprehensionの選択肢がどこにあるのかわからなかった。

カメがドッグフードを食べれることを初めて知った。Your Pet Tortoise
THE SECRET OF Room 5 エジソンが様々なものを発明したのは知っていたが、写真の発明を一番初めにしたことは初めて知った。

お祭りの様子が具体的に想像できてとても楽しそうだった。

ピーターラビットがどのようにできたのかわかった。

サーカスが見たくなった。ぞうが凄いと思った。

おさるがサメの上に乗れることにびっくりした。

Helen Kellar できないことができるようになって感動した。

The Tiger, the Brahmin,and the Jackal
Two Tricky Friends
The Woman in Apratment 9

『4技能を高め

る英語演習

　Book 1』
（成美堂）

知らない単語が多く、理解するのに時間がかかった。

最後にハスキー犬と仲良さそうにしていて、私も犬を飼いたいと思った。

Betsy Ross
MARY CASSATT, Artist
Hidden Animals
Homes underwater

Breakup
Sounata of Moonlight

EARTH'S NEIGHBOR

月光のソナタは以前から知っていた曲ですが、成り立ちは初めて知ったので読めてよかった。

アメリカの国旗の成り立ちを知れるので歴史が好きな人にはお勧め

The Monkey’s　Heart

 
 

多読 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率 速読テキスト unit 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率

1021 〇 333 116 60(5) 90 Unit 1-A 324 54 50(8) 27
1028 〇 856 79 60(5) 35 Unit 1-B 394 58 50(15) 31
1104 〇 440 108 60(5) 68 Unit 2-A 461 66 50(16) 33
1104 〇 347 97 80(5) 115 Unit 2-B 384 48 50(19) 25
1125 〇 523 90 80(5) 113 Unit 3-A 562 73 80(5) 58
1125 〇 439 91 60(5) 71 Unit 3-B 461 70 40(5) 28
1209 〇 453 90 60(5) 59 Unit 4-A 468 63 60(5) 38
1216

◎

400 89 80(5) 70 Unit 4-B 411 59 60(5) 35
1216 〇 423 96 80(5) 67 Unit 5-A 380 76 60(5) 45
1216 〇 420 87 60(5) 54 Unit 5-B 455 62 40(5) 25

94 74 63 35
1.5倍 2.1倍

1021

◎

363 83 100(5) 82 Unit 1-A 324 57 60(8) 36
1028 〇 333 81 80(5) 64 Unit 1-B 394 60 20(15) 12
1028

◎

330 80 80(5) 64 Unit 2-A 461 64 70(16) 44
1104 △ 357 56 40(5) 22 Unit 2-B 384 49 80(19) 39
1125

◎

489 123 40(5) 49 Unit 3-A 562 45 0(5) 0
1125

◎

308 89 80(5) 71 Unit 3-B 461 39 40(5) 16
1216

◎

453 82 100(5) 81 Unit 4-A 468 48 40(5) 19
1216 〇 474 75 60(5) 45 Unit 4-B 411 46 60(11) 29

83 60 Unit 5-A 380 54 40(5) 22
1.7倍 2.6倍 Unit 5-B 455 42 60(5) 25

50 24

『Reading
Explorer 2

Third Edition』
（National

Geographic
Learning）
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2回生

D
2回生

　日付(2022年)  / タイトル 　印象（☆：おススメ　◎：良い　〇：ふつう　△：面白くない）　/　感想・意見など

わからない単語が多かった。

内容が分からなかった。

instrument「楽器」　

You bet!　「もちろん」

Stay in touch 「連絡を取り合う」

内容が分からなかった。

彼女の諦めない姿がかっこよかった。

少し読みずらかった。

知っている内容だったので読みやすかった。

Mudhead Is Missing
A Piano Lesson
The birthday Present

Beatrix Potter's Rabbits

Hare, Hippo, and Elephant
Two Tricky Friends
Picture in Her Mind

Friday Night is Papa Night
Friends Who UNDERSTAND

面白い内容だった。

分からないフレーズが多々あった

単語もわかりやすく読みやすかった

分からなかった単語→instrument
わからない単語が続いた

キツネとコウノトリの友情が面白かった。

少し難しかった。

表紙の絵が可愛かったがわからない単語も多かった。

有名な話で理解しやすかった。The Ugly Duckling
The New Guy
The Woman in Apartment 9

The Waiting Letter
Dinosaur Tracks
Strong in the Saddle
The Woman in Apartment 9

Elena's Trail
A Piano Lesson

 

 
多読 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率 速読テキスト unit 語数 WPM 正答率(設問数) 読解率

1022

◎

437 68 80(5) 88 Unit 2 174 99 90(10) 89
1126

◎

320 66 100(5) 66 Unit 4 200 83 10/11 75
1203 △ 299 71 80(5) 57 Unit 6 221 80 100(7) 80
1210 〇 347 71 100(5) 71 Unit 8 202 73 80(11) 59
1210

◎

308 70 100(5) 70 Unit 10 189 65 100(9) 65
1217 〇 456 92 80(5) 73 80 74
1217 〇 489 86 100(5) 86

75 73
0.9倍 0.98倍

1025

◎

493 74 80(5) 59 Unit 2 174 117 50(10) 59
1025

◎

439 63 80(5) 50 Unit 4 200 ＊ ＊ ＊

1025 〇 826 72 60(5) 43 Unit 6 221 113 70(7) 81
1122

◎

350 69 80(5) 55 Unit 8 202 109 80(11) 89
1122 〇 523 67 100(5) 67 Unit 10 189 106 100(9) 82
1126 〇 385 72 60(5) 43 111 78
1126

◎

308 59 100(5) 60
1126

◎

333 68 80(5) 54
1206 〇 357 69 60(5) 41
1206

◎

270 56 100(5) 56
1210 〇 470 65 80(5) 52
1210 〇 437 66 80(5) 53

67 53
0.6倍 0.6倍

　日付(2021年)  / タイトル 　印象（☆：おススメ　◎：良い　〇：ふつう　△：面白くない）　/　感想・意見など

F
1回生

読みやすかった。

文法はわかったけど内容が難しかった。

読みやすかった。

ちょっとだけ難しかった。

短かったからわかりやすかった。

Hare,Hippo,and Elephant
The wasps' Nest

会話文が他に比べて多かった。

魚を食べたくなった。

比較級の文がわりと出てきた。

わかりやすい文法でした。

A Day at the Circus
Archimedes and the King's Crown
Picture in her mind
Two Tricky Friends
The Three Sleuths

Fly like a Bird
The ftory of Ginderella
The waiting letter
The tiger, the Brahruin, and the Jackal
The Woman in Apartment 9

The Waiting Leter
A Good Catch

比較的わかりやすかった。

内容はわかったけど文法が少し難しかった。

ちょっとだけ文法が難しいところがあった

簡単でした

文の内容がちょっと難しかった。

話の内容が分かりやすかった。The Brithday Present
Picture in Her Mind
The Great Auks
The Monkey's Heart
The Tiger, the Brahmin,and the Jackal

思っていたより読みにくかった。

表紙のタイトルの「G」が読みにくかった。

さるとサメの以外な組み合わせが気になった。

表紙のトラに惹かれた。

『World English
Intro

Third Edition』
（National

Geographic
Learning）

＊は授業欠席のため

E
1回生
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